
“ざつがみ”は資源です
◎ざつがみってどんなもの？

・ティッシュペーパーの箱、お菓子の紙箱、紙袋、梱包紙、トイレットペーパー

の芯、封筒、カレンダーなどリサイクルができる紙資源のことです。

（新聞、雑誌、ダンボール、紙パックは除く）

・家庭ごみの中には、資源としてリサイクルできる「ざつがみ」がたくさん混ざ

っています。資源として紙・布の日に出しましょう。

町会・自治会や子ども会などで実施している、集団回収もご活用ください。

ざつがみの主な例（出し方の詳細は裏面参照）

資源にできない紙類（可燃ごみ）

×ガムテープ ×おむつ ×油紙 ×金・銀などの金属が箔押しされた紙

×昇華転写紙（アイロンプリント紙、靴やかばんの詰め物など）

×感熱性発泡紙（主に点字関係で使用されるもので、熱を加えたところが盛り上がる紙）

×複合素材紙（プラスチックフィルムやアルミ箔などを貼り合わせたもの）

●紙製容器包装のリサイクルマークがついていても、上記のものはリサイクルができません。

お菓子の紙箱 ティッシュの紙箱 チラシ・カタログ

紙袋
トイレット

ペーパーの芯 カレンダー

封筒

包装紙

汚れ・におい

のついた紙 写真 感熱紙 カーボン紙
防水加工

された紙



資源ごみの出し方
回収品目 出し方と注意点

【問合せ先】
八潮市生活安全部 環境リサイクル課

環境衛生・清掃係

電 話：０４８－９９６－２１１１（内線２８５）

ＦＡＸ：０４８－９９５－７３６７

雑誌・ざつがみ（一緒に出す）

【雑誌】教科書・単行本・週刊誌など

【ざつがみ】チラシ・紙箱・紙袋

梱包紙など

※品目の詳細

は裏面参照

○雑誌やチラシなどは、大きさをそろえ、

紙ひもなどで十字にしばる。

○お菓子の箱やトイレットペーパーの芯な

どは、紙袋（持ち手が紙以外のものは取

除く）に入れて溜めておき、いっぱいに

なったら紙ひもなどで十字にしばる。

●紙以外の部分（金属、ビニールやプラス

チックなど）は取り除く。

新聞 〇紙ひもなどで十字にしばる。

●折り込みチラシなどは、できるだけ抜き

取り「雑誌・ざつがみ」と一緒に出して

ください。

布・衣類 ○透明・半透明の袋に入れる。

●綿が入ったもの（ぬいぐるみなど）、布

団、カーペット、裁断くず、ペットに使

用したものなどは「燃えるごみ」または

「粗大ごみ」に出してください。

牛乳パック ○中をすすぎ、水をよく切ってから、開い

て平らにし、紙ひもなどで十字にしばる。

●内側がアルミコーティング（白色以外）

されているものは「燃えるごみ」に出し

てください。

ダンボール ○折りたたんで紙ひもなどで十字にしばる。

●宛名ラベルやビニールテープは取り除く。


